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　本市の財政状況を知っていただくため、令和６年９月市議会定例会で
認定された令和５年度決算のうち、市政運営の基本的な経費を計上する
一般会計の状況を中心にお知らせします。
問財政課　☎４４３−１１１７
○一般会計
　令和５年度の歳入総額は、265億8238万5千円、歳出総額は259億3787
万4千円で、歳入歳出の差引総額は 6億4451万1千円となりました。
　この中には令和６年度に繰り越した事業費に充てる財源3102万9千円
が含まれています。これを差し引いた実質収支は6億1348万2千円とな
りました。
 《歳入》
　歳入のうち主な増減要因として、自主財源の市税が、新型コロナウイ
ルス感染症の影響による減収から回復に向かい、前年度比8940万7千円

（1.2％）、繰入金が、一般財源の増加に伴う財政調整基金繰入金などの
増加により、前年度比 7億469万1千円（125.2％）、繰越金が、前年度の
新型コロナウイルス感染症対策に係る国庫支出金の影響により前年度比
3001万6千円（3.9％）の増加となりました。
　また、依存財源の県支出金が、前年度比8671万円（5.4％）、地方交付税が、
臨時財政対策債の発行額抑制に伴う交付額増額により前年度比1億4242
万2千円（3.0％）の増加となりました。一方で、国庫支出金が、新型コ
ロナウイルス感染症対策に係る交付金の影響により前年度比8億8174万
2千円（13.3％）、市債が、ごみ焼却施設基幹的設備改良事業の影響により、
前年度比10億8150万円（40.7％）の減少となりました。
　全体としては、自主財源の増加を依存財源の減少が上回り、歳入総額
では、前年度比9億9549万円（3.6％）の減少となりました。
　なお、歳入全体に占める自主財源の割合は 39.7％、依存財源の割合は
60.3％となりました。
 《歳出》
　歳出のうち、主な増減要因として、民生費が、臨時特別給付金の影響
により前年度比6億2371万8千円（5.6％）、農林水産業費が、土地改良事
業推進費の影響により前年度比2億1244万5千円（77.5％）の増加となり
ました。一方で、土木費が、道路整備事業費の影響により前年度比3億
8818万円（22.7％）、衛生費が、ごみ焼却施設基幹的設備改良事業費の
影響により、前年度比2億9411万5千円（6.8％）、教育費が、中学校体育
館やスポーツプラザの施設改修工事の影響により前年度比1億5364 万5
千円（5.6％）の減少となりました。
　全体としては、歳出総額は、前年度比1億2935万2千円（0.5％）の減
少となりました。
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民生費民生費
11,712,31711,712,317

公債費公債費
1,910,4581,910,458

総務費総務費
2,116,5352,116,535

衛生費衛生費
4,027,2064,027,206

教育費教育費
2,604,2722,604,272

消防費消防費
1,357,4011,357,401

土木費土木費
1,322,2671,322,267

その他その他
887,418887,418

市　税市　税
7,573,3167,573,316

繰入金繰入金
1,267,5021,267,502

その他その他
1,708,9341,708,934

国・県支出金国・県支出金
7,437,9457,437,945

地方交付税地方交付税
4,916,7334,916,733

市　債市　債
1,578,3001,578,300

その他その他
2,099,6552,099,655

歳　出歳　出
25,937,87425,937,874

歳　入歳　入
26,582,38526,582,385

一般会計の決算額一般会計の決算額
【単位：千円】【単位：千円】

○特別会計
　特別会計とは、
国民健康保険や介
護保険などの特定
の事業を行うため
の会計と、水道や
下水道事業など法
律により独立採算
を原則とする会計
をいいます。
　特別会計におけ
る決算の状況は、
右表のとおりです。

国民健康保険
　うち保険給付費

86 億 3586 万 2 千円
60 億 8539 万 5 千円

後期高齢者医療保険
　うち広域連合納付金

8 億 1219 万円
8 億  139 万円

介護保険
　うち保険給付費

51 億 9949 万 4 千円
47 億 6787 万 9 千円

下水道事業
　水洗化人口

12 億 4750 万 5 千円
18,023 人

水道事業
　給水戸数
　給水人口

14 億 5492 万 9 千円
15,676 戸
35,632 人

特別会計の歳出決算額など

一般会計財政調整基金 18 億 7661 万 3 千円
減債基金 1 億 2254 万 8 千円
青少年育成基金 998 万 3 千円
地域振興基金 199 万 1 千円
地域福祉基金 2301 万円
落花生の郷やちまた応援
寄附金によるまちづくり基金 8750 万 7 千円

文化会館建設基金 246 万 2 千円
野球場建設基金 339 万 8 千円
公共施設等整備基金 2 億 4501 万 5 千円
森林環境整備基金 462 万 1 千円

主な基金の残高状況

○都市計画税の使途
　都市計画税は、
地方税法第７０２条
の規定により、都
市計画法に基づい
て行う都市計画事
業や、土地区画整
理法に基づいて行
う土地区画整理事
業に要する費用に
充てています。
　令和５年度の都
市計画税の使途は
右表のとおりです。

事業名 事業費 都市計画税
充当額

土地区画
整理事業

（市債の償還費など）
5710万5千円 1658万9千円

街路事業 6041万6千円 1755万円
下水道事業

（下水道事業
 　会計繰出金）

3億1837万4千円
 

9248万6千円 

合　計 4億3589万5千円 1億2662万5千円

都市計画税の使途状況

○地方消費税交付金（社会保障財源化分）の使途
　令和５年度の地方消費税交付金（社会保障財
源化分）の使途は、下表のとおりです。

○基金残高の状況
　基金には、特定
の目的のために財
産を維持し、資金
を積み立てるもの
と、特定の目的の
ために定額の資金
を運用するものと
があります。
　主な基金の令和
５年度末の残高状
況は、右表のとお
りです。

地方消費税交付金（社会保障財源化分）の使途状況

事業名 事業費
地方消費税交付金

（社会保障財源化分）
充当額

社
会
福
祉

社会福祉総務費 5244 万 6 千円 496 万 9 千円
総合保健福祉
センター費 6669 万 9 千円 386 万 8 千円

障害者福祉費 24 億 2589 万 7 千円 1 億 3209 万 2 千円
老人福祉費 6021 万 1 千円 937 万 1 千円
老人福祉施設費 4005 万円 697 万 9 千円
介護保険費 246 万 1 千円 42 万 9 千円
児童福祉費 2328 万 7 千円 238 万 9 千円
児童措置費 7 億 6084 万 8 千円 2072 万 1 千円
母子福祉費 3 億 4740 万 3 千円 3875 万 1 千円
児童福祉施設費 1 億 4223 万円 1021 万 3 千円
保育園費 17 億 2434 万 4 千円 1 億 9240 万 8 千円
生活保護総務費 1 億 1884 万円 1927 万 1 千円
生活扶助費 19 億 3655 万 9 千円 7976 万 7 千円
幼稚園費 1 億 6983 万 6 千円 1920 万 1 千円

社
会
保
険

国民健康保険
特別会計繰出金 5 億 5241 万 4 千円 3301 万 1 千円

介護保険特別
会計繰出金 7 億 7030 万 3 千円 1 億 2380 万 5 千円

後期高齢者医療保
険特別会計繰出金 1 億 7680 万 4 千円 845 万 6 千円

後期高齢者医療
事業費 6 億 4751 万 3 千円 1 億 1282 万 8 千円

国民年金費 12 万 5 千円 1 千円

保
健
衛
生

保健衛生総務費 1237 万 6 千円 215 万 6 千円
予防費 1 億 3774 万 1 千円 2395 万 3 千円
母子保健費 2 億 2320 万 2 千円 2940 万 5 千円
健康増進費 6274 万 8 千円 1062 万 6 千円

合　計 104 億 5433 万 7 千円 8 億 8466 万 8 千円
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